
Rediscovering !
Manufacturing

in Ancient 
Fujioka

時
代
を
創
っ
た

古
代
藤
岡
の
モ
ノ
づ
く
り

EX
H

IB
IT

IO
N

 O
F 

EX
C

A
V

A
T

IO
N

S
IN

 T
H

E 
JA

PA
N

ES
E 

A
R

C
H

IP
EL

A
G

O
20

18
/2

02
4 

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１
８
・
２
０
２
４
を
振
り
返
る

再
発
見
！

11/1  ー 1/25
2025

SU
N

SA
T

● 開館時間／ 9:00～17:00（入館は 16:30 まで） 
● 休館日／年末年始のみ
● 入館料／無  料
● 主　催／群馬県藤岡市教育委員会

群馬県藤岡市白石1291-1　TEL. 0274-23-5997

2026
令和７年度 藤岡歴史館 秋季企画展

文化財保存活用地域計画認定記念



Google Map

Rediscovering !
Manufacturing

in Ancient 
Fujioka

12月6日（土）開場／9:30　開始／9:50
ふじまるホール　複合施設ふじまる内
150名
申込不要　直接会場へお越しください
藤岡市教育委員会

　

藤
岡
市
に
は
数
多
く
の
天
然
資
源
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
先
史

時
代
か
ら
現
代
ま
で
様
々
な
モ
ノ
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
藤
岡
市
の
モ
ノ
づ
く
り
に
つ
い
て
、
別
々
の
事
柄
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
相
互
に
関
連
付
け
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
７
年
７
月

18
日
に
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
『
藤
岡
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』

で
は
、
藤
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
性
を
「
モ
ノ
づ
く
り
」
と
定
義
し
、
藤

岡
市
独
特
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　

企
画
展
で
は
、
藤
岡
市
の
モ
ノ
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
発
掘
さ
れ

た
日
本
列
島
２
０
２
４
」「
わ
が
町
が
誇
る
遺
跡
」
展
の
内
容
を
再
構
成
し
、

藤
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
性
を
紹
介
し
ま
す
。

群馬県藤岡市白石1291-1 

https://www.city.fujioka.gunma.jp/
kanko_bunka_sports/bunka/3/4/index.html

TEL. 0274-23-5997

関越自動車道　藤岡インターから約５km　
七輿山古墳と白石稲荷山古墳の中間に位置します

JR八高線「群馬藤岡」駅下車　路線バス「めぐるん」三ツ木～高山線
「七興山古墳入口」下車　徒歩700m

● 日　時／
● 場　所／
● 定　員／
● 申　込／
● 主　催／

企画展関連シンポジウム

基 調 講 演

「藤岡の歴史文化とまちづくり」
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「地域まるごと文化財
　　-文化財保存活用地域計画に期待される役割 -」

藤岡市文化財保存活用地域計画認定記念シンポジウム

10:00

基 調 報 告 11:00

パネルディスカッション 15:00

◎ 簗瀬 大輔 氏 群馬県立女子大学 群馬学センター教授

「文化財保存活用大綱と群馬県の取り組み」
◎ 深澤 敦仁 氏 群馬県地域創生部文化財保護課 文化財専門官

「藤岡市の文化財保護の歩みと前橋市での活用の実践」
◎ 前原　豊 氏 藤岡市文化財保存活用地域計画協議会　副委員長

「時代を創った！古代藤岡のモノづくり」
◎ 藤岡市文化財保護課職員

「藤岡のまゆと生糸は日本一」
◎ 藤岡市文化財保護課職員

文化財保存活用地域計画認定記念

１ 十二天塚古墳
２ 神田・三本木古墳群
３ 七輿山古墳
４ 坂原遺跡
 
５ 小林古墳群
６ 小林古墳群
７ 牛田廃寺跡

合子形石製品
　　　人物埴輪
普通円筒埴輪
石棒・石剣未成品
（群馬県立歴史博物館蔵）

人面付き円筒埴輪
水鳥形埴輪
山王廃寺系軒丸瓦
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藤岡市藤岡942-1

上信越自動車道


